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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第50期

第２四半期連結
累計期間

第51期
第２四半期連結
累計期間

第50期
第２四半期連結
会計期間

第51期
第２四半期連結
会計期間

第50期

会計期間

自平成20年
４月１日
至平成20年
９月30日

自平成21年
４月１日
至平成21年
９月30日

自平成20年
７月１日
至平成20年
９月30日

自平成21年
７月１日
至平成21年
９月30日

自平成20年
４月１日
至平成21年
３月31日

売上高（千円） 8,764,7878,012,4254,589,6064,185,06217,250,434

経常利益（千円） 831,029 557,222 493,644 343,2421,499,467

四半期（当期）純利益（千円） 472,631 359,800 295,020 217,108 885,682

純資産額（千円） － － 18,345,59918,854,20718,626,563

総資産額（千円） － － 23,287,53323,470,25123,557,924

１株当たり純資産額（円） － － 1,476.641,518.531,500.19

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
38.21 29.11 23.85 17.57 71.61

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － － － －

自己資本比率（％） － － 78.4 80.0 78.7

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
1,268,316818,003 － － 1,637,350

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△294,919△235,320 － － △616,878

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△247,205△235,089 － － △254,646

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
－ － 8,643,6409,116,8768,768,017

従業員数（人） － － 514 545 532

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しているので、提出会社の主要な経営指標等については記載しておりま

せん。

２. 売上高には、消費税等は含まれておりません。

３. 潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載してお

りません。
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２【事業の内容】

　当第２四半期連結会計期間において、当社及び当社の関係会社が営む事業の内容について重要な変更はありませ

ん。また、主要な関係会社に異動はありません。

 

３【関係会社の状況】

　当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

 

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成21年９月30日現在

従業員数（人） 545(168)

　（注）　従業員数は就業人員であり、臨時従業員は当第２四半期連結会計期間の平均人員を（外書）で記載しておりま

す。

なお、臨時従業員にはパートタイマー及び、嘱託契約の従業員を含み、派遣社員を除いております。

 

(2）提出会社の状況

 平成21年９月30日現在

従業員数（人） 421(114)

　（注）　従業員数は就業人員であり、臨時従業員は当第２四半期会計期間の平均人員を（外書）で記載しております。

なお、臨時従業員にはパートタイマー及び、嘱託契約の従業員を含み、派遣社員を除いております。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

　当第２四半期連結会計期間における生産実績は、次のとおりであります。

商品の名称 生産高（千円） 前年同四半期比（％）　

家庭用ガス警報器 1,984,098 92.0

工業用定置式ガス検知警報器 805,736 77.3

業務用携帯型ガス検知器 831,948 100.6

その他 8,517 21.8

合計 3,630,300 89.3

　（注）１　金額は、販売価格によっております。

２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 

(2）受注実績

　当社グループは見込生産を主体としているため、受注状況の記載を省略しております。

 

(3）販売実績

　当第２四半期連結会計期間における販売実績は、次のとおりであります。

商品の名称 販売高（千円） 前年同四半期比（％）　

家庭用ガス警報器 2,133,038 102.4

工業用定置式ガス検知警報器 1,063,734 71.5

業務用携帯型ガス検知器 922,044 97.3

その他 66,244 92.5

合計 4,185,062 91.2

　（注）１　主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合は、次のとおりであります。

相手先
前第２四半期連結会計期間 当第２四半期連結会計期間

販売高（千円） 割合（％） 販売高（千円） 割合（％）

大阪ガス株式会社 608,777 13.2 627,059 15.0

岩谷産業株式会社　 － － 489,991 11.7

２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 

２【事業等のリスク】

　当第２四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要は変更はありません。　
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３【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断したも

のです。

(1）業績の状況

　当第２四半期連結会計期間におけるわが国経済は、昨年秋以降大幅に落ち込んだ輸出と生産が内外の在庫調

整の進捗を背景に持ち直しつつありますが、設備投資は大幅に減少しており、雇用・所得環境も厳しさを増し

ております。

　このような環境の中、当社グループは社会全体に見られる保安に対する取り組みの強化や、安全・安心への意

識の高まりを背景とした環境変化に対応すべく、執行役員制度導入等の組織変更による高効率化体制の構築を

行い拡販及び経費削減に努めてまいりました。

　その結果、家庭用ガス警報器、業務用携帯型ガス検知器は堅調に推移したものの、工業用定置式ガス検知警報

器が設備投資の減少の影響を受け後退し、売上高は41億８千５百万円（前年同四半期比8.8％減）となりまし

た。利益につきましては、経常利益は３億４千３百万円（前年同四半期比30.5％減）となり、四半期純利益は２

億１千７百万円（前年同四半期比26.4％減）となりました。

　当第２四半期連結会計期間末の財政状態について、総資産は、前連結会計年度末に比べ８千７百万円減少して

234億７千万円（前期末比0.4％減）となりました。

　これは主に、現金及び預金の増加３億４千８百万円、投資その他の資産の増加１億１千３百万円があったもの

の、受取手形及び売掛金の減少６億７千７百万円によるものです。

　負債は、前連結会計年度末に比べ３億１千５百万円減少して46億１千６百万円（前期末比6.4％減）となりま

した。

　これは主に、支払手形及び買掛金の減少２億７百万円、未払法人税等の減少９千３百万円によるものです。

　純資産は、前連結会計年度末に比べ２億２千７百万円増加して188億５千４百万円（前期末比1.2％増）とな

り、１株当たり純資産は、1,518円53銭となりました。

　これは主に、利益剰余金の増加１億２千２百万円、その他有価証券評価差額の増加９千８百万円によるもので

あります。

　この結果、自己資本比率は、80.0％となりました。

　事業の商品別概況は、次のとおりです。

①家庭用ガス警報器

　都市ガス用につきましては、販売が順調に推移し、売上高は前期を上回りました。

　その結果、家庭用ガス警報器の売上高は21億３千３百万円（前年同四半期比2.4％増）となりました。

②工業用定置式ガス検知警報器

　半導体・自動車・石油化学業界等の急激な景気悪化による設備投資の減少の影響を受け、売上高は10億６

千３百万円（前年同四半期比28.5％減）となりました。　

③業務用携帯型ガス検知器

　可燃性ガス検知器が順調に推移しましたが、装着型検知器等の販売が伸び悩み、売上高は９億２千２百万円

（前年同四半期比2.7％減）となりました。
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(2）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、第１四半期連結会計期

間末に比べ２億１千万円増加して91億１千６百万円となりました。

 

　当第２四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果得られた資金は、３億１千５百万円（前年同四半期比52.8％減）となりました。

　これは主に、仕入債務の減少２億５千１百万円及び賞与引当金の減少１億５千３百万円があったものの、

税金等調整前四半期純利益３億６千５百万円及び売上債権の減少２億７千４百万円による増加、減価償却

費１億３千４百万円によるものであります。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果流出した資金は、９千６百万円（前年同四半期比18.5％増）となりました。

　これは主に、有形固定資産の取得による支出８千３百万円によるものであります。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果流出した資金は、８百万円（前年同四半期比50.4％増）となりました。

　これは主に、配当金の支払いによるものであります。

 

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結会計期間において当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(4）研究開発活動

　当四半期においては、表示画面の見やすさなど使いやすさを重視した、可燃性ガス・酸素・硫化水素・一酸化

炭素・温度を同時に測定する装着タイプのマルチ型ガス検知器を開発しました。

  当第２四半期連結会計期間における当社グループの研究開発活動の金額は、前年同四半期に比べ１千９百万

円増加（前年同四半期比5.0％増）して４億３百万円（売上高比9.6％）となりました。 

　なお、当第２四半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はございませ

ん。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第２四半期連結会計期間において、重要な異動等はありません。

 

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第２四半期連結会計期間において、重要な変更があったものはありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 50,000,000

計 50,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成21年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成21年11月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 12,561,000 12,561,000ジャスダック証券取引所 単元株式数100株

計 12,561,000 12,561,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（千株）

発行済株式
総数残高
（千株）

資本金増減
額（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

平成21年７月１日～

平成21年９月30日　
－ 12,561 － 1,460,000 － 934,443
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（５）【大株主の状況】

 平成21年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

 岩谷産業株式会社  大阪市中央区本町3-4-8 2,026 16.13

 笠原　美都子  神戸市東灘区 715 5.70

 日本マスタートラスト信託銀行

株式会社

 （退職給付信託岩谷産業口）

 東京都港区浜松町2-11-3 555 4.42

 八田　正  兵庫県尼崎市 519 4.14

 新コスモス電機従業員持株会  大阪市淀川区三津屋中2-5-4 466 3.71

 柴田　芳市  神奈川県相模原市 414 3.30

 新コスモス電機取引先持株会  大阪市淀川区三津屋中2-5-4 413 3.30

 大阪ガス株式会社  大阪市中央区平野町4-1-2 402 3.20

 第一生命保険相互会社

 （常任代理人　資産管理サービス

信託銀行株式会社）

 東京都中央区晴海1-8-12

 晴海アイランドトリトンスクエアオフィ

スタワーＺ棟

385 3.07

 竹内　傳治  大阪府八尾市 370 2.95

計 － 6,269 49.91
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成21年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）　

200,700
－ －

完全議決権株式（その他） 普通株式　 12,359,400 123,594 －

単元未満株式 普通株式　   　　 900 － －

発行済株式総数 12,561,000 － －

総株主の議決権 － 123,594 －

 

②【自己株式等】

 平成21年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

（自己保有株式）　

新コスモス電機株式会社

大阪市淀川区三津屋中

２丁目５番４号
200,700 － 200,700 1.60

計 － 200,700 － 200,700 1.60

 

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別 平成21年４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

最高（円） 895 908 1,036 1,172 1,071 1,030

最低（円） 790 780 907 970 932 940

　（注）　最高・最低株価はジャスダック証券取引所におけるものであります。
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３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までの役員の異動は、次のとおりであります。

　

(1）新任役員

該当事項はありません。　

　

(2）退任役員

該当事項はありません。　　

　

(3）役員の異動

新役名及び職名  旧役名及び職名  氏名  異動年月日

取締役

常務執行役員　

東日本支社特命担当

兼品質管理本部長

兼内部監査室管掌　

取締役

常務執行役員　

東日本支社特命担当

兼品質管理本部長

兼内部監査室長　

江浦　昭彦 平成21年10月１日

　

(注）当社では、執行役員制度を導入しております。

前事業年度の有価証券報告書の提出後、当四半期報告書の提出日までの執行役員の異動は、次のとおりであ

ります。　

新役名及び職名  旧役名及び職名  氏名  異動年月日

執行役員　 内部監査室長　 執行役員　
管理本部

経理財務部長　
前條　忠則 平成21年10月１日
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から平成20年９月30日まで）及び前第２四半期連結累計期間

（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第２四半期連結

会計期間（平成21年７月１日から平成21年９月30日まで）及び当第２四半期連結累計期間（平成21年４月１日から

平成21年９月30日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から平

成20年９月30日まで）及び前第２四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表並びに当第２四半期連結会計期間（平成21年７月１日から平成21年９月30日まで）及び当第２四半

期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表について、神明監査法人

及び協立監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 9,180,376 8,831,517

受取手形及び売掛金 4,782,393 5,459,922

商品及び製品 1,269,279 1,285,006

仕掛品 1,264,619 1,170,132

原材料及び貯蔵品 812,545 830,537

繰延税金資産 400,434 402,674

その他 182,194 98,596

貸倒引当金 △308,149 △348,290

流動資産合計 17,583,693 17,730,097

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※1
 691,924

※1
 713,526

機械装置及び運搬具（純額） ※1, ※2
 242,947

※1, ※2
 253,608

土地 2,283,754 2,283,754

建設仮勘定 36,885 13,582

その他（純額） ※1
 377,033

※1
 385,207

有形固定資産合計 3,632,545 3,649,679

無形固定資産

ソフトウエア 162,972 197,880

その他 33,059 35,883

無形固定資産合計 196,031 233,763

投資その他の資産

投資有価証券 1,351,883 1,188,009

関係会社出資金 30,000 30,000

繰延税金資産 299,688 361,186

その他 380,646 369,425

貸倒引当金 △4,236 △4,236

投資その他の資産合計 2,057,980 1,944,384

固定資産合計 5,886,557 5,827,827

資産合計 23,470,251 23,557,924
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,255,815 2,463,267

未払法人税等 256,850 350,656

賞与引当金 328,852 274,995

役員賞与引当金 11,300 37,000

製品保証引当金 195,021 231,963

その他 539,422 588,066

流動負債合計 3,587,262 3,945,948

固定負債

退職給付引当金 912,552 870,982

役員退職慰労引当金 116,229 114,430

固定負債合計 1,028,781 985,412

負債合計 4,616,043 4,931,361

純資産の部

株主資本

資本金 1,460,000 1,460,000

資本剰余金 934,443 934,443

利益剰余金 16,449,991 16,327,454

自己株式 △285,617 △285,444

株主資本合計 18,558,817 18,436,453

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 220,542 121,572

為替換算調整勘定 △9,900 △14,893

評価・換算差額等合計 210,641 106,679

少数株主持分 84,748 83,430

純資産合計 18,854,207 18,626,563

負債純資産合計 23,470,251 23,557,924
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日)

売上高 8,764,787 8,012,425

売上原価 5,007,638 4,611,031

売上総利益 3,757,148 3,401,393

販売費及び一般管理費 ※1
 2,960,660

※1
 2,870,019

営業利益 796,487 531,373

営業外収益

受取利息 5,696 2,805

受取配当金 13,451 14,356

負ののれん償却額 662 －

その他 16,689 15,533

営業外収益合計 36,500 32,695

営業外費用

為替差損 － 1,824

その他 1,959 5,022

営業外費用合計 1,959 6,847

経常利益 831,029 557,222

特別利益

貸倒引当金戻入額 － 40,135

製品保証引当金戻入額 － 18,144

固定資産売却益 93 －

その他 － 5,150

特別利益合計 93 63,429

特別損失

固定資産除却損 1,084 283

役員退職慰労金 7,114 5,445

投資有価証券評価損 17,102 －

特別損失合計 25,301 5,728

税金等調整前四半期純利益 805,821 614,923

法人税等 329,124 253,468

少数株主利益 4,066 1,655

四半期純利益 472,631 359,800
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【第２四半期連結会計期間】
（単位：千円）

前第２四半期連結会計期間
(自　平成20年７月１日
　至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自　平成21年７月１日
　至　平成21年９月30日)

売上高 4,589,606 4,185,062

売上原価 2,597,743 2,396,705

売上総利益 1,991,863 1,788,357

販売費及び一般管理費 ※2
 1,510,703

※2
 1,452,224

営業利益 481,160 336,132

営業外収益

受取利息 2,914 1,414

受取配当金 1,673 1,855

負ののれん償却額 331 －

その他 9,523 6,784

営業外収益合計 14,443 10,055

営業外費用

為替差損 － 804

その他 1,959 2,140

営業外費用合計 1,959 2,945

経常利益 493,644 343,242

特別利益

貸倒引当金戻入額 － 22,221

固定資産売却益 68 －

特別利益合計 68 22,221

特別損失

固定資産除却損 931 181

投資有価証券評価損 2,482 －

特別損失合計 3,413 181

税金等調整前四半期純利益 490,299 365,282

法人税等 193,898 147,338

少数株主利益 1,381 835

四半期純利益 295,020 217,108
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 805,821 614,923

減価償却費 281,213 257,333

有形固定資産除売却損益（△は益） 990 283

投資有価証券評価損益（△は益） 17,102 －

負ののれん償却額 △662 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） 57,103 △40,141

賞与引当金の増減額（△は減少） 96,312 53,857

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △22,000 △25,700

製品保証引当金の増減額（△は減少） △29,730 △36,941

退職給付引当金の増減額（△は減少） 24,359 41,570

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △7,550 1,799

受取利息及び受取配当金 △19,147 △17,162

売上債権の増減額（△は増加） 635,329 677,588

たな卸資産の増減額（△は増加） △273,849 △59,571

仕入債務の増減額（△は減少） 314,687 △208,849

その他 △310,257 △113,191

小計 1,569,721 1,145,796

利息及び配当金の受取額 19,198 17,291

法人税等の支払額 △320,602 △345,085

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,268,316 818,003

投資活動によるキャッシュ・フロー

有価証券の償還による収入 50,000 －

有形固定資産の取得による支出 △290,074 △204,303

有形固定資産の売却による収入 335 －

無形固定資産の取得による支出 △34,487 △16,390

投資有価証券の取得による支出 △15,688 △3,405

投資有価証券の償還による収入 5,000 －

その他 △10,005 △11,221

投資活動によるキャッシュ・フロー △294,919 △235,320

財務活動によるキャッシュ・フロー

自己株式の取得による支出 △261 △172

配当金の支払額 △246,464 △234,436

少数株主への配当金の支払額 △480 △480

財務活動によるキャッシュ・フロー △247,205 △235,089

現金及び現金同等物に係る換算差額 △116 1,265

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 726,074 348,858

現金及び現金同等物の期首残高 7,917,565 8,768,017

現金及び現金同等物の四半期末残高 8,643,640 9,116,876
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

１．連結の範囲に関する事項の変更 該当事項はありません。

２．持分法の適用に関する事項の変更 該当事項はありません。

３．会計処理基準に関する事項の変更 該当事項はありません。

 

【簡便な会計処理】

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

１．一般債権（経営状態に重大な問題が生

じていない債務者に対する債権）の貸倒

見積高の算定方法

  貸倒実績率が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がない

ため、前連結会計年度決算において算定した貸倒実績率を使用して算

定しております。

２．棚卸資産の評価方法   当第２四半期連結会計期間末における棚卸高の算出に関して、実地

棚卸を省略し前連結会計年度に係る実地棚卸高を基礎として以降帳簿

受払い高による加減算により算定しております。

  棚卸資産の簿価切下げに関して収益性の低下が明らかなものについ

てのみ正味売却価額を見積り、簿価切下げを行っております。

３．固定資産の減価償却費の算定方法   定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償

却費の額を期間按分して算定する方法によっております。

４．繰延税金資産および繰延税金負債の算

定方法

  繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以

降に経営環境等、かつ、一時差異等の発生状況に著しい変化がないと認

められるので、前連結会計年度において使用した将来の業績予測や

タックス・プランニングを利用する方法によっております。

 

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

税金費用の計算   税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年

度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的

に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算して

おります。

  なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第２四半期連結会計期間末
（平成21年９月30日）

前連結会計年度末
（平成21年３月31日）

※１ 有形固定資産減価償却累計額 4,194,676千円 ※１ 有形固定資産減価償却累計額 3,999,975千円

  

※２ 国庫補助金受入れによる有形固定資産の圧縮記帳

額は、機械装置64,418千円であり、取得価額より減額

しております。

※２ 国庫補助金受入れによる有形固定資産の圧縮記帳

額は、機械装置64,418千円であり、取得価額より減額

しております。

  

３ 受取手形裏書譲渡高 －千円 ３ 受取手形裏書譲渡高 108,839千円

  

４ 偶発債務

債務保証

連結子会社であるイスズ電機株式会社は、尼崎武

庫川工業団地協同組合の金融機関からの借入に対

し、組合員20社にて177,000千円の債務保証を行っ

ております。なお、会計期間末の債務保証残高は

84,294千円です。

４ 偶発債務

債務保証

連結子会社であるイスズ電機株式会社は、尼崎武

庫川工業団地協同組合の金融機関からの借入に対

し、組合員20社にて177,000千円の債務保証を行っ

ております。なお、期末の債務保証残高は90,690千

円です。

  

５ 当社は、運転資金の効率的な調達を行うため取引銀

行１行と当座貸越契約を締結しております。これら

契約に基づく当連結会計期間末の借入未実行残高は

次のとおりであります。

５ 当社は、運転資金の効率的な調達を行うため取引銀

行１行と当座貸越契約を締結しております。これら

契約に基づく当連結会計年度末の借入未実行残高は

次のとおりであります。

当座貸越極度額の総額      500,000千円

借入実行残高 　－千円

差引額      500,000千円

当座貸越極度額の総額 500,000千円

借入実行残高 －千円

差引額 500,000千円
  

 

（四半期連結損益計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

※１ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

は、次のとおりであります。

※１ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

は、次のとおりであります。

給料及び手当 737,842千円

役員報酬 71,757千円

賞与引当金繰入額 202,271千円

役員賞与引当金繰入額 18,000千円

退職給付費用 66,645千円

役員退職慰労引当金繰入額 8,635千円

試験研究費 576,403千円

製品保証引当金繰入額 15,174千円

貸倒引当金繰入額 57,111千円

減価償却費 74,377千円
 

給料及び手当 772,248千円

役員報酬 66,380千円

賞与引当金繰入額 187,956千円

役員賞与引当金繰入額 11,300千円

退職給付費用 84,517千円

役員退職慰労引当金繰入額 8,854千円

試験研究費 629,931千円

減価償却費 43,834千円
 

 

EDINET提出書類

新コスモス電機株式会社(E02027)

四半期報告書

19/26



前第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

※２ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

は、次のとおりであります。

※２ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

は、次のとおりであります。

給料及び手当 361,101千円

役員報酬 36,447千円

賞与引当金繰入額 95,366千円

役員賞与引当金繰入額 10,600千円

退職給付費用 35,470千円

役員退職慰労引当金繰入額 4,715千円

試験研究費 300,140千円

製品保証引当金繰入額 21,044千円

貸倒引当金繰入額 16,928千円

減価償却費 36,730千円
 

給料及び手当 387,009千円

役員報酬 31,820千円

賞与引当金繰入額 74,302千円

役員賞与引当金繰入額 7,300千円

退職給付費用 47,608千円

役員退職慰労引当金繰入額 4,634千円

試験研究費 320,477千円

製品保証引当金繰入額 6,816千円

減価償却費 22,630千円
 

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対

照表に記載されている科目の金額との関係

（平成20年９月30日現在）

現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対

照表に記載されている科目の金額との関係

（平成21年９月30日現在）

① 現金及び預金 ① 現金及び預金

現金及び預金勘定 8,258,436千円

預入期間が３カ月を超える

定期預金等
△53,500千円

現金及び現金同等物 8,204,936千円

 

現金及び預金勘定 9,180,376千円

預入期間が３カ月を超える

定期預金等
△63,500千円

現金及び現金同等物 9,116,876千円

 

② 有価証券 ② 有価証券

有価証券勘定 443,703千円

償還期限が３カ月を超える

債券等
△5,000千円

現金同等物 438,703千円
 

有価証券勘定 －千円

償還期限が３カ月を超える

債券等
－千円

現金同等物 －千円
 

 
③　 現金及び預金同等物合計　  

 （①＋②） 8,643,640千円

 

 
③　 現金及び預金同等物合計　  

 （①＋②） 9,116,876千円
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（株主資本等関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成21年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至

　平成21年９月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

普通株式      12,561,000株

 

２．自己株式の種類及び株式数

普通株式         200,706株

 

３．新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

 

４．配当に関する事項

配当支払額

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当た
り配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成21年６月26日

定時株主総会
普通株式 234,849 19平成21年３月31日平成21年６月29日利益剰余金
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間（自平成20年７月１日　至平成20年９月30日）及び前第２四半期連結累計期間

（自平成20年４月１日　至平成20年９月30日）

　当社グループは、商品の種類、性質、製造方法、販売市場等の類似性から判断して、同種・同系列のガス警報器

・検知器を専ら製造・販売及びメンテナンスを行っておりますので、事業の種類別セグメント情報の記載を省

略しております。

　

当第２四半期連結会計期間（自平成21年７月１日　至平成21年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間

（自平成21年４月１日　至平成21年９月30日）

　当社グループは、商品の種類、性質、製造方法、販売市場等の類似性から判断して、同種・同系列のガス警報器

・検知器を専ら製造・販売及びメンテナンスを行っておりますので、事業の種類別セグメント情報の記載を省

略しております。

 

【所在地別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間（自平成20年７月１日　至平成20年９月30日）及び前第２四半期連結累計期間

（自平成20年４月１日　至平成20年９月30日）

　本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため、該当事項はありません。

　

当第２四半期連結会計期間（自平成21年７月１日　至平成21年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間

（自平成21年４月１日　至平成21年９月30日）

　本邦の売上高及び資産の金額は、全セグメントの売上高の合計及び全セグメントの資産の金額の合計額に占

める割合がいずれも、90％超であるため所在地別セグメント情報の記載を省略しております。

 

【海外売上高】

前第２四半期連結会計期間（自平成20年７月１日　至平成20年９月30日）及び前第２四半期連結累計期間

（自平成20年４月１日　至平成20年９月30日）

　海外売上高が、連結売上高の10％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。

　

当第２四半期連結会計期間（自平成21年７月１日　至平成21年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間

（自平成21年４月１日　至平成21年９月30日）

　海外売上高が、連結売上高の10％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。

 

（有価証券関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成21年９月30日）

　著しい変動はありません。

 

（デリバティブ取引関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成21年９月30日）

　該当事項はありません。

 

（ストック・オプション等関係）

　該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第２四半期連結会計期間末
（平成21年９月30日）

前連結会計年度末
（平成21年３月31日）

１株当たり純資産額  1,518円53銭 １株当たり純資産額 1,500円19銭

 

２．１株当たり四半期純利益金額等

前第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 38円21銭 １株当たり四半期純利益金額 29円11銭

（注）１．潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式がないため、記載しておりません。

２．１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

四半期純利益（千円） 472,631 359,800

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 472,631 359,800

期中平均株式数（千株） 12,369 12,360

　

前第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 23円85銭 １株当たり四半期純利益金額 17円57銭

（注）１．潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式がないため、記載しておりません。

２．１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

四半期純利益（千円） 295,020 217,108

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 295,020 217,108

期中平均株式数（千株） 12,369 12,360

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

（リース取引関係）

　所有権移転外ファイナンス・リース取引について、通常の賃貸借取引に係る方法に準じて処理を行っておりま

すが、当四半期連結会計期間におけるリース取引残高は前連結会計年度末に比べて著しい変動が認められないた

め、記載しておりません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

 

平成20年11月13日

新コスモス電機株式会社

取締役会　御中
 

神明監査法人

 

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 角橋　実　　印

 

協立監査法人

 

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 朝田　潔　　印

 

　私どもは、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている新コスモス電機株式会社

の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から平成20

年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、私どもの責任は独立の立場から四半期連結財務諸表

に対する結論を表明することにある。

　私どもは、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。四半

期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続その

他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施さ

れる年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　私どもが実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、新コスモス電機株式会社及び連結子会社の平成20年９月30日現在の財政状態、

同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と私ども両監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）１.上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管している。

　２.四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

 

平成21年11月12日

新コスモス電機株式会社

取締役会　御中
 

神明監査法人

 

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 角橋　実　　印

 

協立監査法人

 

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 朝田　潔　　印

 

　私どもは、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている新コスモス電機株式会社

の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成21年７月１日から平成21

年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、私どもの責任は独立の立場から四半期連結財務諸表

に対する結論を表明することにある。

　私どもは、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。四半

期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続その

他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施さ

れる年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　私どもが実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、新コスモス電機株式会社及び連結子会社の平成21年９月30日現在の財政状態、

同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と私ども両監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）１.上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管している。

　２.四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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